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法人会は東京都の「地球温暖化対策報告書制度」を推進しています

令
和
６
年
度
第

１
回
東
法
連
理
事

会
が
５
月
23
日
、

全
法
連
会
館
で
開

催
さ
れ
、
東
法
連

の
令
和
５
年
度
事
業
報
告
、
決
算
な
ど
が

承
認
さ
れ
た
。

事
業
報
告
で
は
、
東
法
連
が
５
年
度
に

行
っ
た
租
税
教
育
な
ど
の
税
関
連
事
業
を

は
じ
め
、
組
織
、
共
益
・
研
修
関
連
、
広

報
、
厚
生
、
公
益
、
青
年
、
女
性
部
会
な

ど
の
事
業
が
報
告
さ
れ
た
。

東
法
連
の
会
員
数
は
約
11
万
３
千
社

税
関
連
で
は
、
税
制
改
正
要
望
活
動
内

容
や「
税
を
考
え
る
週
間
」協
賛
講
演
会
、

税
制
講
演
会
、
局
調
査
部
所
管
セ
ミ
ナ
ー

（
年
２
回
）
開
催
な
ど
の
報
告
が
あ
っ
た
。

組
織
関
連
で
は
、
令
和
５
年
度
東
法
連

の
会
員
増
強
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
３
月

末
の
会
員
数
が
約
11
万
２
千
社
で
あ
り
、

昨
年
と
比
較
し
約
１
千
６
百
社
の
減
少
と

な
っ
た
。
前
年
度
の
減
少
は
約
２
千
１
百

社
で
あ
り
、
減
少
幅
は
年
々
縮
小
し
て
い

る
。
前
年
度
と
比
較
し
、
新
規
入
会
数
が

３
６
８
６
社
（
前
年
は
３
３
４
６
社
）
と

コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
状
況
に
戻
っ
て
き
た

（
令
和
元
年
度
の
新
規
入
会
数
は
３
４
２

８
社
）。
退
会
理
由
に
つ
い
て
は
、
休
業
・

廃
業
の
数
が
最
も
多
く
、
前
年
と
比
較
す

る
と
、
１
７
７
１
社
と
や
や
増
加
し
て
い

る
（
令
和
４
年
度
は
１
７
２
３
社
）。
営

業
不
振
は
５
６
５
社
と
昨
年
度
に
引
き
続

き
減
少
し
て
い
る
（
令
和
４
年
度
６
９
０

社
）。
ま
た
、
会
員

増
強
策
・
退
会
防
止

策
に
関
す
る
表
彰
を

行
っ
た
こ
と
な
ど
の

報
告
が
あ
っ
た
。

広
報
関
連
で
は
、

Ｊ
Ｒ
、
都
営
地
下
鉄

で
の
電
車
内
広
告
、

単
位
会
の
広
報
活
動

に
関
す
る
表
彰
な
ど

の
報
告
が
あ
っ
た
。

厚
生
関
連
で
は
、「
福
利
厚
生
制
度
加
入
企

業
拡
大
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〝Challenge100

〟」

の
令
和
５
年
度
（
６
年
３
月
末
）
の
達
成

率
が
東
法
連
ベ
ー
ス
で
新
規
企
業
数
部
門

91
・
６
％
、
新
契
約
件
数
部
門
１
１
１
・

９
％
で
あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。
41

県
連
中
目
標
達
成
は
14
県
連
で
、
全
法
連

ベ
ー
ス
で
は
新
規
企
業
数
部
門
90
・１
％
、

新
契
約
件
数
部
門
99
・
３
％
の
達
成
率
で

あ
っ
た
。

共
益
事
業
で
は
、
ラ
フ
ォ
ー
レ
倶
楽
部

やA
udi

ジ
ャ
パ
ン
優
待
プ
ロ
グ
ラ
ム
等

の
利
用
状
況
が
、
研
修
関
連
で
は
、
研
修

参
加
率
向
上
表
彰
を
行
っ
た
こ
と
な
ど
の

報
告
が
あ
っ
た
。

公
益
事
業
関
連
で
は
、
地
球
温
暖
化
対

策
報
告
書
の
提
出
状
況
等
が
、
女
性
部
会

関
連
で
は
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
の
実
施

結
果
な
ど
、
青
年
部
会
関
連
で
は
キ
ッ
ザ

ニ
ア
東
京
に
お
け
る
租
税
教
育
事
業
な
ど

の
報
告
が
あ
っ
た
。

開
催
内
容
従
来
に
戻
り
経
常
収
益
増
加

決
算
で
は
、
前
年
度
と
比
較
し
経
常
収

益
は
、
総
会
や
賀
詞
交
歓
会
な
ど
の
開
催

内
容
が
コ
ロ
ナ
以
前
に
も
ど
り
、
各
事
業

の
参
加
者
も
増
え
、
約
２
０
０
万
円
増
加

し
た
。
な
お
、
正
味
財
産
期
末
残
高
は
約

３
億
１
千
８
百
万
円
と
な
っ
た
。

会
員
数
減
少
幅
が
年
々
縮
小

東
法
連
令
和
５
年
度
事
業
報
告
と
決
算
を
承
認

東
法
連
理
事
会

あいさつする
小林栄三会長

令和5年度事業報告と決算等を審議する理事会



2024年（令和6年）6月号 （2）

法人会 青年部会は「財政健全化のための健康経営プロジェクト」に取り組んでいます

東
法
連
は
６

月
16
日
、
銀

座
ア
ス
タ
ー
お

茶
の
水
賓
館
で

第
１
回
税
制
委

員
会
（
青
栁
晴
久
委
員
長
・
四
谷
法
人

会
会
長
）
を
開
催
し
、
東
法
連
令
和
７

年
度
税
制
改
正
要
望
案
を
承
認
し
た
。

法
人
税
で
は
、「
法
人
実
効
税
率
は
、

平
成
30
年
度
に
29
・
74
％
に
な
っ
た
が
、

米
国
の
法
人
税
が
35
％
か
ら
21
％
に
引

き
下
げ
ら
れ
、

連
邦
実
効
税
率

が
25
・
77
％
と

な
っ
て
お
り
、

世
界
的
な
ト
レ

ン
ド
と
し
て
法
人
税
は
低
下
傾
向
に
あ

る
。
日
本
は
未
だ
に
諸
外
国
と
比
較
し

て
高
い
水
準
に
あ
り
、
国
際
競
争
力
の

強
化
等
の
観
点
か
ら
法
人
税
の
実
効
税

率
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
平
均
（
23
・

５
％
）
程
度
ま
で
引
き
下
げ
る
よ
う
求

め
る
。」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ

の
財
源
と
な
る
課
税
ベ
ー
ス
の
拡
大
に

つ
い
て
は
、「
賃
金
引
上
げ
や
雇
用
維

持
に
悪
影
響
を
与
え
る
だ
け
で
な
く
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
不
況
か
ら
の
脱
却
を

阻
害
す
る
も
の

で
あ
り
、
引
き

続
き
中
小
企
業

へ
の
課
税
ベ
ー

ス
の
拡
大
は
、

行
な
う
べ
き
で

は
な
い
。」
と

し
て
い
る
。

ま
た
、
中
小

企
業
軽
減
税
率

に
つ
い
て
は
、

「
中
小
企
業
者

等
の
法
人
税
率
の
特
例
が
、
令
和
６
年

度
末
（
令
和
７
年
３
月
末
）
ま
で
延
長

さ
れ
た
。
我
が
国
経
済
の
成
長
の
源
で

あ
り
、
地
域
経
済
や
雇
用
に
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
中
小
企
業
の
成
長
を

後
押
し
す
る
た
め
に
も
、
租
税
特
別
措

置
に
よ
る
中
小
企
業
軽
減
税
率
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
本
則
化
す
る
こ
と
を
求

め
る
。
ま
た
、
昭
和
56
年
以
来
、
課
税

所
得
８
０
０
万
円
以
下
に
据
え
置
か
れ

て
い
る
中
小
企
業
軽
減
税
率
の
適
用
所

得
金
額
に
つ
い
て
、
１
６
０
０
万
円
へ

の
大
幅
な
引
上
げ
を
求
め
る
。」
と
し

て
い
る
。

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
の

税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
の

作
成
に
向
け
作
業
が
本
格
化

作
成
に
向
け
作
業
が
本
格
化

全
法
連
で
は
、
７
月
24
日
に
は
第
１

回
税
制
委
員
会
（
飯
野
光
彦
委
員
長
・

東
法
連
副
会
長
・
北
沢
法
人
会
会
長
）

を
開
催
予
定
で
、
令
和
７
年
度
税
制
改

正
に
関
す
る
提
言
の
作
成
に
向
け
た
作

業
が
本
格
化
し
て
く
る
。

今
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
、
県
連
要

望
な
ど
を
踏
ま
え
、
８
月
下
旬
の
起
草

検
討
会
、
９
月
３
日
の
税
制
委
員
会
を

経
て
、
９
月
19
日
の
全
法
連
理
事
会
で

「
令
和
７
年
度
税
制
改
正
に
関
す
る
提

言
」
が
正
式
決
定
す
る
。

令
和
６
年
度

第
１
回
総
務
委

員
会
（
松
本
光

史
委
員
長
・
江

東
東
法
人
会
会

長
）
が
５
月
21
日
、
全
法
連
会
館
で
開

催
さ
れ
、
東
法
連
の
令
和
５
年
度
事
業

報
告
及
び
決
算
報
告
に
つ
い
て
審
議
し
、

原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。
両
議
案
は
５

月
23
日
の
第
１
回
理
事
会
で
承
認
後
、

６
月
12
日
開
催
の
第
12
回
通
常
総
会
の

決
議
事
項
と
な
る
。

事
業
報
告
で
は
、
税
関
連
、
組
織
関

連
な
ど
部
門
別

の
報
告
の
ほ
か
、

月
別
の
会
議
・

研
修
会
開
催
状

況
、
令
和
５
年

度
の
叙
勲
、
納

税
功
労
者
一
覧
、

絵
葉
書
コ
ン
ク

ー
ル
の
入
選
作

品
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。

総
務
委
員
会

国
際
競
争
力
強
化
の
観
点
か
ら

法
人
税
実
効
税
率
引
き
下
げ
を
求
め
る

税
制
税
務
委
員
会

東
法
連
の
令
和
７
年
度
税
制
改
正
要
望
ま
と
ま
る

東
法
連
令
和
５
年
度
事
業
報
告
と

決
算
報
告
を
理
事
会
、総
会
に

先
立
ち
審
議

あいさつする
青栁晴久委員長

あいさつする
松本光史委員長

令和5年度事業報告と決算等を審議する総務委員会

令和７年度税制改正要望を審議する税制税務委員会

税制改正要望とりまとめに活用された
「たたき台」令和６年度改正要望(左)

令和７年度改正要望案(右)



2024年（令和6年）6月号（3）

法人会 女性部会は「食品ロス」削減に取り組んでいます

東
法
連
青
年

部
会
連
絡
協
議

会
は
、
５
月
14

日
、
総
会
に
あ

た
る
定
時
連
絡

協
議
会
を
、
新
宿
の
ハ
イ
ア
ッ
ト
リ

ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
で
開
催
し
た
。

協
議
会
で
は
、
大
貫
高
輝
青
連
協
会

長
（
立
川
法
人
会
常
任
理
事
）
ら
の
あ

い
さ
つ
の
後
、
令
和
５
年
度
活
動
報
告
、

令
和
６
年
度
活
動
計

画
案
に
つ
い
て
の
審

議
が
行
わ
れ
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

令
和
６
年
度
活
動
計
画
案
で
は
、
公

益
事
業
の
大
き
な
柱
で
あ
る
税
関
連
事

業
に
つ
い
て
は
親
会
等
と
の
連
携
を
図

り
、積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
、

引
き
続
き
キ
ッ
ザ
ニ
ア
東
京
で
の
租
税

教
育
事
業
、
街
頭
ビ
ジ
ョ
ン
税
務
広
報

活
動
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。

青
年
の
集
い
福
井
大
会
租
税
教
育
活
動

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
東
法
連
代
表
は

立
川
法
人
会
青
年
部
会

協
議
会
後
、
11
月
の
全
国
青
年
の
集

い
福
井
大
会
の
租
税
教
育
活
動
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
東
京
か
ら
の

エ
ン
ト
リ
ー
事
業
の
選
定
を
行
っ
た
。

候
補
は
、
発
表
順
に
武
蔵
野
法
人
会

青
年
部
会
「
青
空
の
下
で
税
を
学
ぶ
！

『
税
リ
ー
グ
サ
ッ
カ
ー
租
税
教
室
』」、

立
川
法
人
会
青
年
部
会
「
誰
も
取
り
残

さ
れ
ず
成
長
を
共
に
す
る
租
税
教
室

『
シ
ン
立
川
モ
デ
ル
』」、
板
橋
法
人
会

青
年
部
会
「『
租
税
教
育
活
動
』
か
ら

つ
な
が
る
地
域
の
輪
」
の
３
事
業
。
審

査
の
結
果
、
福
井
大
会
の
代
表
事
業
は
、

立
川
法
人
会
に
決
定
し
た
。

東
法
連
女
性

部
会
連
絡
協
議

会
は
、
５
月
15

日
、
総
会
に
あ

た
る
定
時
連
絡

協
議
会
を
、
全

法
連
会
館
で
開

催
し
た
。

協
議
会
は
、

水
野
珠
貴
女
連

協
会
長
（
麹
町
法
人

会
常
任
理
事
）、
髙

野
吉
太
郎
女
性
部
会

担
当
副
会
長
（
新
宿

法
人
会
会
長
）
の
挨
拶
で
開
会
。
続
い

て
、
水
野
会
長
が
議
長
と
な
り
、
令
和

５
年
度
活
動
報
告
、
令
和
６
年
度
活
動

計
画
、
税
に
関
す
る
絵
は
が
き
コ
ン
ク

ー
ル
の
実
施
、
食
品
ロ
ス
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
、
い
ず
れ
の
議
案
も
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
た
。

令
和
５
年
度
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

全
48
会
で
実
施
し
約
２
万
８
千
枚
の
応
募

令
和
５
年
度
の
活
動
報
告
で
は
、
会

議
及
び
役
員
会
開
催
状
況
、
税
に
関
す

る
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
実
施
結
果
が

報
告
さ
れ
た
。
令
和
５
年
度
の
コ
ン
ク

ー
ル
は
東
京
で
は
全
48
会
で
実
施
し
、

約
２
万
８
千
枚
の
応
募
が
あ
っ
た
。
全

国
で
は
全
４
４
０
会
が
実
施
し
、
約
25

万
５
千
枚
の
応
募
が
あ
っ
た
。

令
和
６
年
度
は
引
き
続
き

健
康
経
営
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト・食
品
ロ
ス
に

つ
い
て
も
推
進
を
図
る

令
和
６
年
度
活
動
計
画
で
は
、「
特

に
公
益
性
の
高
い
事
業
の
実
施
に
努
め
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
の
租
税
教

育
や
環
境
問
題
に
つ
い
て
親
会
等
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、

引
き
続
き
積
極
的

に
取
組
む
。」

具
体
的
に
は
、

「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー

ル
の
実
施
、
地
球

温
暖
化
対
策
報
告

書
制
度
へ
の
取
組

協
力
、
全
法
連
女

連
協
に
よ
る
食
品

ロ
ス
に
つ
い
て
も

推
進
を
図
る
。」と

し
て
い
る
。

親
会
等
と
連
携
し
税
関
連
事
業
に
積
極
的
に
取
組
む

東
法
連
青
年
部
会
連
絡
協
議
会

定
時
連
絡
協
議
会
を
開
催

子
ど
も
た
ち
へ
の
租
税
教
育
な
ど
に
積
極
的
に
取
組
む

東
法
連
女
性
部
会
連
絡
協
議
会

定
時
連
絡
協
議
会
を
開
催

あいさつする大貫高輝
東法連青連協会長

あいさつする水野珠貴
東法連女連協会長

あいさつする髙野吉太郎
東法連女性部会担当副会長

令和６年度事業計画等を審議する女連協定時連絡協議会

武蔵野法人会
プレゼンテーション

立川法人会
プレゼンテーション

板橋法人会
プレゼンテーション
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法人会は「税に関する絵はがきコンクール」など様々な租税教育活動に取り組んでいます

第
18
回
法
人

会
全
国
女
性
フ

ォ
ー
ラ
ム
・
広

島
大
会
が
４
月

18
日
、
広
島
市

の
広
島
県
立
総

合
体
育
館
（
広

島
グ
リ
ー
ン
ア

リ
ー
ナ
）
で
開

催
さ
れ
、
全
国

の
女
性
部
会
員
な
ど
約
１
７
０
０
名

（
東
法
連
か
ら
は
１
４
３
名
）
が
参
加

し
た
。

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
今
、
見
つ
め
な
お
そ
う
！
～
多
島
美

の
瀬
戸
・
豊
か
な
里
山
か
ら
～
」

復
興
困
難
と
言
わ
れ
た
ヒ
ロ
シ
マ
は

復
興
し
、
県
内
の
豊
か
な
森
林
地
域
里

山
か
ら
瀬
戸
内
海
の
多
島
美
の
絶
景
、

里
海
の
豊
か
な
幸
を
全
国
に
発
信
し
て

い
る
。
大
会
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
は

「
今
、
見
つ
め
な
お
そ
う
！
～
多
島
美

の
瀬
戸
・
豊
か
な
里
山
か
ら
～
」
で
、

被
爆
都
市
と
し
て
世
界
恒
久
平
和
を
願

う
ヒ
ロ
シ
マ
の
地
に
全

国
の
女
性
部
会
委
員
が

参
集
し
、
参
加
者
一
人

ひ
と
り
が
、
今
、
何
が

で
き
る
の
か
を
一
緒
に
考
え
、
み
つ
め

な
お
そ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
る
。

当
日
は
、
第

１
部
記
念
公
演
、

第
２
部
大
会
式

典
、
第
３
部
懇

親
会
の
構
成
で

行
わ
れ
た
。
記
念
公
演
は
、
広
島
交
響

楽
団
桂
冠
指
揮
者
の
下
野
竜
也
氏
を
講

師
に
迎
え
「
音
楽
・
師
と
の
出
会
い
～

今
、
我
々
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
～
」
を

テ
ー
マ
に
行
わ
れ
た
。

大
会
式
典
は
、
古
屋
由
利
子
広
島
県

連
女
連
協
会
長
に
よ
る
歓
迎
の
挨
拶
で

開
会
。
異
島
明
子
全
法
連
女
連
協
会
長

（
福
岡
県
連
理
事
）、
小
林
栄
三
全
法
連

会
長
（
東
法
連
会
長
）
の
あ
い
さ
つ
な

ど
の
後
、
来
賓
を
代
表
し
て
田
原
芳
幸

国
税
庁
課
税
部
長
の
あ
い
さ
つ
、
湯
﨑

英
彦
広
島
県
知
事
ら
か
ら
歓
迎
の
祝
辞

が
寄
せ
ら
れ
た
。
続
い
て
広
島
県
連
女

連
協
に
よ
る
活
動
事
例
の
報
告
、
大
会

宣
言
の
朗
読
、
次
回
開
催
県
連
（
広
島

県
連
）
へ
の
大
会
旗
の
伝
達
な
ど
が
行

わ
れ
た
。

な
お
、大
会
の
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

全
国
の
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
実
施
会

か
ら
寄
せ
ら
れ
た
優
秀
作
品
の
展
示
が

行
わ
れ
た
。
そ
の
他
、「
税
に
関
す
る

活
動
」
の
展
示
、
広
島
の
特
産
品
物
産

展
な
ど
が
行
わ
れ
た
。
次
回
の
第
19
回

法
人
会
全
国
大
会
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

北
海
道
大
会
は
、令
和
７
年
９
月
18
日
、

札
幌
市
の
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
行
わ

れ
る
。

全
法
連
が
呼
び
掛
け
た
能
登
半
島
地

震
に
お
け
る
被
災
法
人
会
支
援
に
対

し
、
全
国
各
地
の
法
人
会
か
ら
総
額
約

34
百
万
円
の
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
た
。

義
援
金
は
石
川
県
連
を
通
じ
て
、
特
に

甚
大
な
被
害
を
受
け
た
輪
島
法
人
会
と

七
尾
法
人
会
に
渡
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
石
川
県
連
が

開
設
し
た
義
援
金
口
座
に
は
法
人
会
や

法
人
会
員
か
ら
総
額
約
45
百
万
円
の
義

援
金
が
寄
せ
ら
れ
、
石
川
県
の
「
令
和

６
年
能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金
」
に

渡
さ
れ
た
。
な
お
、
石
川
県
連
か
ら
は

各
法
人
会
に
礼
状
が
届
い
た
。

女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
広
島
大
会

全
国
か
ら
女
性
部
会
員
約
一
千
七
百
名
参
加

能
登
半
島
地
震
被
災
法
人
会
支
援

全
国
の
法
人
会
か
ら
義
援
金

あいさつする
小林栄三会長

あいさつする田原芳幸
国税庁課税部長

講演する
下野竜也氏

あいさつする異島明子全法連女連協会長

石川県連からの御礼状

税経改正提言に関する活動パネル展示

来場者で賑わう物産展


